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1 Ingeborg Maus, Zur Aufklärung der Demokratietheorie, Suhrkamp, 1992; Jürgen Habermas, Faktizität und Geltung, 
Suhrkamp, 1992.
2 ハーバーマスとマウスの国内および国際的な法理論を対比的に考察するものとして次が有益である。Peter 
Niesen, Oliver Eberl, »Demokratischer Positivismus: Habermas und Maus«, in: Sonja Buckel, u. a. (Hg.), Neue Theorien des 

































3 Vgl. Jürgen Habermas, Der gespaltene Westen, Suhrkamp, 2004, S. 72.
4 ハーバーマスの「国際法の立憲化」論は、本稿で紹介する論文の他、主に以下で展開されている。Jürgen 
Habermas, »Hat die Konstituionalisierung des Völkerrechts noch eine Chance?«, a. a. O., S. 113-193; ders., »Eine politische 
Verfassung für die pluralistische Weltgesellschaft?«, in: Zwischen Naturalismus und Religion, Suhrkamp, 2005, S. 324-365.
5 カントの著作からの引用は、アカデミー版全集を用いて、その巻数と頁数を本文中の丸括弧内に表記する。




































7 Habermas, »Eine politische Verfassung...«, a. a. O., S. 327.
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14 これと同様の考え方は、前注の EU 論の著作にも見られる。その詳細については次を参照。舟場保之「道徳的権
利ではなく、法理的権利としての人権について」、御子柴善之、舟場保之、寺田俊郎（編）『グローバル化時代の
人権のために』、上智大学出版、2017 年、110-112 頁。なお、本段落の叙述は同論文の 112 頁を参考にした。
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こうした解釈の下、マウスは、それぞれの主権国家の民主的手続きと結びついた条約によっての
み民主制に適った国際秩序は可能であると主張していた。
これに対してハーバーマスは、マウスの議論がルソー的な社会契約論を前提することを指摘し
ていた。民主制の成立根拠を倫理的な国民共同体に求めるルソーとは異なって、カントの民主制
の理念は、国民国家を超えた次元へと拡張されうるものである。さらにハーバーマスは、国際秩
序における二つの法的主体を想定することで、カントの世界共和国とも異なる形で世界市民的体
制を構想していた。国連代表が世界市民と各自の加盟国の市民の立場を同時に代表することによ
り、加盟国の法に優先して適用される国連の憲法は、加盟国の市民にとっても正統な法として制
定されうるのである。
したがって、ハーバーマスの構想において、「自由権と人民主権の等根源性」（373）はグロー
バルな次元でも成立するといえる。もちろん、この結論がもつ規範的含意を明らかにするために
は、等根源性テーゼそのものに関する考察が必要である。こうした作業によって、ハーバーマス
の法理論の全体を、人権と人民主権の結びつきという観点から首尾一貫した仕方で検討できるよ
うになると考えられる。
（さきやまひでとし　哲学哲学史・博士前期課程）
